


平成23年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人
この度、ご協力いただいた企業名、商店名を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

ストアーササキ
住まいるネット高梁落合橋店
㈲須山商店
スリーコウ㈱
㈱総合技術サービス
㈱タイガーマシン製作所
㈱ダイラボ
高梁魚市場
高梁運輸㈲
㈱高梁国際ホテル
㈲高梁産業資材
高梁食品㈱
㈲高梁マイカーセンター
滝口建設工業㈱
㈲竹浪商店
㈱田中紙店
谷村鉄工㈲
㈲土田産業
土屋商店
㈱津々製作所
天亀堂
トークロ

（医）仲田医院
中村畳工業㈲
中村美容院
ナカヤマ建設㈱
㈲成羽砂利
縄手商事㈱
㈲難波新聞舗
なんばストアー
日軽形材㈱岡山工場
西本工業㈱
西森電気
㈱能登原商店
㈱パインツリーゴルフクラブ
㈲花のれん
秘苑
東建設
㈾樋口商店
備中開発㈱
㈱備北オートセンター

備北興業㈱
㈱備北産業
備北信用金庫 落合支店
備北タクシー㈱
備北林産用品㈱
㈲ビューティサロンコジマ
福場木工所
㈲ふじおか建具
藤本歯科医院
ヘアーサロン・エムズ
Hair Make Studio YOU
堀金属表面処理工業㈱岡山工場
堀部美容室
㈱前保石材工務店
マスカット薬局
松本物産㈲
㈲三宅工務店
宮田楽器
㈲明光社
モランボン
森沢酒造㈲
㈲森下設備
㈲森十自動車工作所
㈲森田商店
焼肉ヒロミ
㈱柳屋染工場
山本印刷所
吉井商店
吉岡建具店㈲
ランデス㈱
レモン
渡辺医院
㈲ワタナベトーヨー住器
わらぢ屋釣具店
（有漢地区）………………
㈱アークコンサルタント高梁支店
㈱魚省本店
㈲有漢工業所
㈲ウカンファーマーズファクトリー
有漢郵便局
㈲大月産業

岡山イーグル㈱
上有漢郵便局
㈲島田建設
㈲千崎建設
㈲戸田商会
㈲ハスイサービス
㈲原木材工業所
東建設㈲
びほく農業協同組合有漢主幹支店
㈲平山電建
芳烈酒造㈱
丸五シーエス工業㈱
㈲山脇モータース
㈱夢ファーム有漢
吉美会（有漢荘）
㈲和田組
（成羽地区）………………
備北精工㈱
伊藤食品㈲
成羽川生コン㈱
（川上地区）………………
アグリフーズ㈲
㈲石川北観光
㈲馬山商会
㈲共栄舎
㈲唐﨑工業
川上工業㈱
川上電工㈿
㈱三美産業
㈲南工業
三原機工㈲
（備中地区）………………
朝日堂
㈱ホンダカーズ高梁　備中店
岡山部品㈱
竹本商事運輸㈱

（順不同、敬称略）
10月26日〜12月25日現在

（高梁地区）………………
あおやぎ菓子舗
㈱赤木組
㈲秋岡商店
朝霧温泉ゆ・ら・ら
イーグル工業㈱岡山事業場
㈲イシイ
石黒商店
イースタジオ
入江組
医療法人 梁風会 こころの医療たいようの丘ホスピタル
魚富
㈲エル・ビー
㈲遠州堂ゆべし本舗
大杉病院
大月衛生堂薬局
㈱大月本店
岡山県遊技業協同組合高梁支部
尾崎工業所㈲
小野歯科医院
㈲小野木工所
㈲オールスズキ販売
㈲河上建築所
㈲川上商店
かわかみフレッシュストアー
㈱川崎工業所
木口建設㈱
㈱吉備ケーブルテレビ
㈲小阪商会
小松整体院
㈲小見山事務商事
㈱小見山モータース
五万石
㈲佐々木組
佐藤建設工業㈱
㈱SIGUNAL BLUE
㈲島木川
島自動車㈲
㈲事務所双南舎
㈲正寺運輸
白神商店

福 祉 施 設 の 作 品 展 示 コ ー ナ ー

和紙を巻いて、ビーズを間に入れて
作りました。

ネックレスとストラップ
巨瀬デイサービスセンター

今年の干支の龍を入居者の皆さんが
モール等で作りました。

龍
グループホームささゆり苑

縁起物の羽子板を今年の魔よけと運気上
昇を願いながら和紙と厚紙で作りました。

羽子板
川上デイサービスセンター

緑色の折り紙を１枚１枚丁寧に折り、今年の干支である
辰を作りました。よく見ると目やひげがついています。

干支の壁画
備中デイサービスセンター
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地 福
報　告

活域 祉 動

　

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

巨
瀬
幼
稚
園
の
園
児
16
人
が
訪
れ
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
７
人

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
園
児
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
そ
の
後
、
園
児
ら
に
よ
る
劇
『
忍

者
と
海
賊
』
や
合
唱
、
ま
た
、
一
緒

に
伝
言
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
た
り
、
利

用
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
ま
し
た
」、「
一
生
懸
命
に
覚
え
上

手
に
劇
が
で
き
て
い
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

宇
治
町
総
合
会
館
で
「
さ
さ
え
あ

い
・
た
す
け
あ
い
」
に
よ
り
み
ん
な

が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
と
、
ご
近
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

福
祉
委
員
研
修
会
を
開
催
し
、
福
祉

委
員
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
総
勢

22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

備
中
福
祉
委
員
連
絡
会 

会
長 
後
内

久
雄
氏
を
講
師
に
、
備
中
町
の
現
状

と
福
祉
委
員
活
動
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
福
祉
委

員
活
動
の
役
割
を
再
確
認
し
、
宇
治

町
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
直
す

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

高
梁
市
文
化
交
流
館
で
、
高
梁
・

新
見
地
域
生
活
支
援
員
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、

生
活
支
援
員
の
対
人
援
助
技
術
の
習

得
と
地
域
間
の
情
報
交
換
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
高
梁
市
社
協
及
び
新
見

市
社
協
の
合
同
で
平
成
17
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

た
か
は
し
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

副
施
設
長
の
秋
山
哲
生
氏
を
講
師
に

『
知
的
障
害
の
特
性
と
地
域
生
活
支

援
』
に
つ
い
て
ご
講
義
を
頂
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
生
活
支
援
員
は
、
制
度

や
福
祉
施
策
の
流
れ
に
つ
い
て
学
ぶ

と
共
に
、
知
的
障
害
者
へ
の
対
応
の
仕

方
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
視

察
交
流
会
が
行
わ
れ
、
本
年
度
は
赤

磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
山
陽
支
部

の
会
員
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

高
梁
地
域
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及

び
女
性
会
員
総
勢
29
人
が
参
加
し
、

活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
や
会

員
の
加
入
促
進
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
会
員
独
自
で
企
画
し

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り
勉
強

に
な
っ
た
」、「
参
考
に
し
て
、
自
身

の
ク
ラ
ブ
で
も
実
践
し
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て
お
り
、
有
意
義
な
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

巨
瀬
幼
稚
園
園
児
と
の
交
流 

11/24

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

研

修

会

を

開

催

 

11/29

宇
治
町
福
祉
委
員
連
絡
会

生
活
支
援
員
研
修
会
を
開
催 

12/2

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

赤
磐
市
老
連
と
交
流 

12/7

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

8広報ふれあい福祉　第41号



地 福
報　告

活域 祉 動

　

成
羽
町
吹
屋
の
深
見
隆
子
さ
ん
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
の
入

居
者
の
皆
さ
ん
に
、
お
抹
茶
を
点た

て

に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

吹
屋
の
工
房
で
ご
主
人
が
焼
か
れ

た
新
作
の
お
茶
碗
と
木
の
葉
の
形
の

銘
々
皿
を
ご
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
は
、
趣
き
深
い
焼

き
物
と
美
味
し
い
お
茶
、
お
菓
子
に

ご
満
悦
で
し
た
。

　

二
服
目
は
、
先
生
の
ご
指
導
で
、

各
自
、
茶ち
ゃ

筅せ
ん

を
使
い
と
て
も
上
手
に

お
点
前
を
さ
れ
て
、
楽
し
い
お
茶
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

富
家
小
学
校
で
、
５
・
６
年
生
17
人

を
対
象
に
福
祉
出
前
講
座
を
開
催
し
、

２
人
１
組
で
高
齢
者
疑
似
体
験
と
車

い
す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
体
が
重
く
、
動
き

に
く
か
っ
た
」、「
普
段
は
気
に
な
ら

な
い
段
差
が
車
い
す
だ
と
い
つ
も
と

違
い
高
く
感
じ
た
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
、
普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い

る
日
常
生
活
の
中
で
も
人
に
よ
っ
て

は
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
、
島
根
あ
さ

ひ
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
川
上
地
区
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21

人
で
、
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
や
盲
導
犬
育
成
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
精
神
や

原
点
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
盲
導
犬
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
。
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

備
中
中
学
校
生
徒
52
人
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘
と
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
入
居
者
や
施
設
利
用

者
の
方
々
に
新
し
い
年
を
気
持
ち
よ
く

迎
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
施
設
内
外
で
清

掃
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
居
者
や
利
用
者
は
寒
空
の
下
、
清

掃
を
行
う
生
徒
た
ち
を
見
て
「
寒
い

の
に
気
の
毒
じ
ゃ
な
～
」、「
き
れ
い
に

な
っ
た
。
新
し
い
年
を
こ
れ
で
迎
え
ら

れ
る
。
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

茶
話
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

12/9

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

福
祉
出
前
講
座
開
催 

12/12

高
梁
市
立
富
家
小
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催 

12/14

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

12/22

高
梁
市
立
備
中
中
学
校
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　ご寄附をいただき、ありがとうございます。
　高梁市社会福祉協議会にご寄附をいただいた方は、現行の所得控除制度に加え、新たな税額控除制度と
の選択適用が受けられるようになりました。
　平成 23 年１月１日から平成 23 年 12 月 31 日の間に個人でご寄附をされた方は、確定申告の際に寄附金
領収書と岡山県知事発行の税額控除に係る証明書を提出することにより、所得控除もしくは、税額控除の
適用が受けられることとなりましたのでお知らせします。

お問い合せは　本所総務課　☎２２－７２４３

平成２３年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　本　　所 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　2月16日（木） 　2月2日（木）

　3月15日（木） 　3月1日（木）

News
お

せ
ら知

寄附金控除について

☆作り方☆
①鶏肉は耐熱皿に入れて下味をからめ、ラップをして電子
レンジで約３分加熱。あら熱をとって粗くほぐす。

②レタスは食べやすい大きさにちぎり、冷水に浸けてパ
リッとさせ、水気をよくきって鶏肉とともに器に盛る。

③柿とハムは食べやすい大きさに切り②にのせる。
④ドレッシングの材料を混ぜ合わせ、食べる直前にかける。
⑤最後に、ポテトチップスを砕いてのせる。

○栄養バランスを考えたもう一品
ほしい時のお助けメニューです。

○電子レンジで調理するため短時
間で出来ます。

ポイント
☆材料　４人分☆
鶏むね肉・・200 ｇ　レタス・・・・・２～３枚
富有柿・・・１個　　薄切りハム・・・２～３枚
ポテトチップス・・・適量
＜下　味＞お酒・・大さじ１、塩・・少々
＜ドレッシング＞
　しょうゆ、酢、サラダ油・・・各大さじ１
　ごま油・・小さじ２

介護職員さんのおすすめレシピ 季節の果物を使った料理

富有柿とポテトチップスのサラダ
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 23 年 11 月と 12 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

23 年 11月～ 12月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》 

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
高
志

 

（
故
・
キ
ヨ
コ
様
）

金
一
封 

松
原
町 

東
　
　
一
昭

 

（
故
・
昌
子
様
）

五
万
円 

巨
瀬
町 

伊
賀
　
一
善

 

（
故
・
弥
惠
子
様
）

金
一
封 

鍛
冶
町 

中
村
　
元
治

 

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封 

栄　

町 

片
岡
　
康
平

 

（
故
・
文
治
様
）

金
一
封 

落
合
町 

横
林
　
桂
造

 

（
故
・
ひ
な
様
）

金
一
封 
津
川
町 

小
野
　
　
覚

 

（
故
・
好
江
様
）

金
一
封 

川
面
町 

横
見
利
惠
子

 
（
故
・
和
憲
様
）

金
一
封 

川
面
町 
福
本
　
　
淳

 

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封 

中
井
町 

北
村
　
　
寛

 

（
故
・
甫
様
）

金
一
封 

寺　

町 

土
屋
　
厚
子

 
 

（
故
・
行
様
）

金
一
封 

落
合
町 

小
坂
　
晴
美

 

（
故
・
敏
弘
様
）

金
一
封 

松　

山 

小
見
山
邦
夫

 

（
故
・
冨
喜
代
様
）

金
一
封 

総
社
市 

山
本
　
哲
朗

 

（
故
・
進
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
美
津
代

 

（
故
・
一
郎
様
）

十
万
円 

高
倉
町 

中
村
　
　
緑

 
 （

故
・
憲
造
様
）

金
一
封 

津
川
町 

藤
森
　
幹
人

 
 （

故
・
ゆ
み
様
）

金
一
封 

川
面
町 

藤
村
　
幸
弘

 

（
故
・
好
古
様
）

金
一
封 

落
合
町 

冨
弥
　
照
宏

 

（
故
・
栁
井
美
智
哉
様
）

金
一
封 

川
面
町 

池
田
　
和
正

 

（
故
・
美
津
子
様
）

金
一
封 

原
田
北
町 

太
田
　
　
博

 

（
故
・
末
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
下
　
秀
子

 

（
故
・
上
森
近
枝
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

藤
井
　
政
夫

 

（
故
・
長
女
様
）

金
一
封 

松
原
町 

大
仁
　
初
喜

 

（
故
・
入
江
操
様
）

金
一
封 

真
庭
市 

神
本
　
隆
広

 

（
故
・
神
本
和
雄
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

島
田
　
政
夫

 

（
故
・
き
よ
の
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 

小
野
　
　
覚

 

（
故
・
好
江
様
）

金
一
封 
津
川
町 

藤
森
　
幹
人

 
 （

故
・
ゆ
み
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 
福
本
　
　
淳

 

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封 

川
面
町 

横
見
利
惠
子

（
故
・
和
憲
様
）

金
一
封 

川
面
町 

藤
村
　
幸
弘

（
故
・
好
古
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

十
万
円 

巨
瀬
町 

伊
賀
　
一
善

 

（
故
・
弥
惠
子
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

大
内
　
　
操 

（
故
・
都
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
森
　
雪
子

（
故
・
髙
一
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

岡
本
　
裕
朗

（
故
・
早
苗
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

清
水
　
　
明

 

（
故
・
順
一
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

島
田
　
政
夫

 

（
故
・
き
よ
の
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

北
村
　
　
寛

 

（
故
・
甫
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
美
津
代

 

（
故
・
一
郎
様
）

金
一
封 

中
井
町 

西
本
　
忠
義

 

（
故
・
益
男
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

玉
川
町 

中
川
フ
サ
エ

 

（
故
・　

様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

松
尾
　
　
栄

 

（
故
・
操
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

高
田
　
越
代

 

（
故
・
八
十
二
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

藤
本
　
正
昭

 

（
故
・
美
代
子
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

中
川
　
正
史

 

（
故
・
英
満
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
高
志

 

（
故
・
キ
ヨ
コ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

上
田
　
好
子

 

（
故
・
勇
様
）

金
一
封 

落
合
町 

横
林
　
桂
造

 

（
故
・
ひ
な
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

渡
辺
美
津
枝

 

（
故
・
益
美
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

田
村
八
重
子

 

（
故
・
熊
夫
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

中
日
奈
勝
美

 

（
故
・
肇
様
）

金
一
封 

有　

漢 

塚
元
　
洋
一

 

（
故
・
豊
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

成　

羽 

庄
　
　
泰
彦

 

（
故
・
敏
男
様
）

金
一
封 

上
日
名 

西
平
　
恭
一

 

（
故
・
由
紀
子
様
）

金
一
封 

滋
賀
県 

増
永
　
賢
一

 

（
故
・
黒
川
静
枝
様
）

金
一
封 

下　

原 

宮
本
　
三
郎

（
故
・
綾
女
様
）

金
一
封 

成　

羽 

市
村
　
勇
次

 

（
故
・
ミ
サ
コ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

日
向
　
哲
夫

（
故
・
那
須
コ
ト
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

高　

山 

山
本
　
隆
士 

（
故
・
節
子
様
）
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編 

集 

後 

記

金
一
封 

地　

頭 

大
田
　
雅
弘

 

（
故
・
孝
一
様
）

金
一
封 

地　

頭 

山
本
　
弘
修

 

（
故
・
豊
様
）

金
一
封 

七　

地 

川
上
　
文
行

 

（
故
・
丸
子
様
）

金
一
封 
地　

頭 

山
本
　
章
雄

 
（
故
・
カ
ネ
ヨ
様
）

金
一
封 

上
大
竹 
大
田
　
静
子

 

（
故
・
和
夫
様
）

金
一
封 

領　

家 

三
原
喜
三
郎

 

（
故
・
三
枝
様
）

金
一
封 

仁　

賀 

山
室
　
信
夫

 

（
故
・
一
美
様
）

金
一
封 

三　

沢 

長
谷
川
敦
史

 

（
故
・
好
孝
様
）

金
一
封 

仁　

賀 

妹
尾
　
吉
孝

 

（
故
・
弇
様
）

金
一
封 

地　

頭 

三
村
　
　
操

 

（
故
・
フ
ミ
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

前
﨑
　
　
明

 

（
故
・
淑
浩
様
）

金
一
封 

井
原
市 

三
角
　
正
已

 

（
故
・
克
己
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

志
藤
用
瀬 

宮
本
　
和
夫

 

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封 

平　

川 

南
條
　
昇
五

 

（
故
・
充
男
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

川
面
町 

藤
森
　
昭
二

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

一
万
四
千
七
百
四
十
三
円　
　
　

ス
カ
イ
ロ
ケ
ッ
ト

（
会
の
解
散
に
伴
い
）

金
一
封 

　
　

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
330
回
、
第
331
回
目
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

藤
森
　
昭
二

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

五
万
五
千
円　

第
13
回
中
井
地
域

町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会 

会
長  
竹
田
　
計
市

（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
等
か
ら
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
）

二
万
円 

中
井
町 

小
川
　
清
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

大
月
　
淑
江

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

森
脇
　
長
治

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

冨
士
田
　
肇

 （
勝
恵
様
の
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

吉
岡
　
伸
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

森
本
　
幸
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

湯
井
富
美
恵

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

上
森
美
智
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

藤
本
　
敏
雄

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

仁　

賀 

三
宅
　
幹
夫

 

（
叙
勲
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

松
下
　
真
一

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

高
山
市 

三
原
　
裕
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

領　

家 

池
田
亀
美
江 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

七　

地 

金
子
　
　
基 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

七　

地 

金
子
　
定
子 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

大
田
　
祥
博 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

長　

屋 

杉
田
　
　
悟

 
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
東
油
野 

後
内
　
久
雄

 
（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

平　

川 
尾
崎
純
三
郎

 

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
十
二
支
の
５
番
目
、
辰
の
年
で
す
。
辰
と
い
う
字
に
は
所
説

あ
る
そ
う
で
す
が
、
理
想
に
向
か
っ
て
辛
抱
強
く
歩
み
を
進
め
て
行
く

と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
自
身
に
は
理
想
に
向
か
っ
て
と
は
大
げ
さ
な
の
で
、
歩
み
を
止
め

な
い
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
辰
年
の
今
年
一
年
を

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
ち
ま
ち
の
目
標
が
、
お
正
月
に
大
き
く

な
っ
た
お
腹
を
少
し
小
さ
く
で
き
る
よ
う
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
一
年
も
い
い
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｍ
）

　　

子
供
の
こ
ろ
は
お
正
月
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
、
歌
の
歌
詞
で
は
な

い
で
す
が
「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
！
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
お
正
月
が
く
れ
ば
、
ま
た
一
つ
大
き
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
⋮
と
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
悲
し
い
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。

　

今
年
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
）

　

年
末
年
始
の
お
休
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ご
家
庭
で
ど
ん

な
会
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

私
に
も
子
ど
も
が
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
会
話
か
ら
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
知
り
、
自
分
の
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
大
人
と
し
て
、
親
と
し
て
、

温
か
な
思
い
や
り
の
あ
る
会
話
を
心
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
考
え

方
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

　

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
は
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
な
環
境
整
備
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
座
談
会
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見

や
お
知
恵
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｂ
）
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